
 

 

         
 

研修名 

専門課程 ＧＩＳ応用〔問題解決能力の向上〕 【集合】  

（平成 25 年度～：平成 27 年度まで「ＧＩＳ中級」、平成 28 年度「ＧＩＳ中級〔業務への活用支

援〕」）  

 

目 的・ 

重点事項 

行政事務の効率化・能率化のため、地理空間情報に関わる応用知識を修得して、行政

事務上の課題について、ＧＩＳを活用した解決方法を見出して、自ら実践できるように

専門的手法を修得させることを目的とする。 

 以下の点を重点項目とする。 

①  職場における地理空間情報に関する問題の分析・把握 

②  ＧＩＳソフトによる実習を通じて、地理空間情報の整備・集約、行政課題に応

じた問題分析、公表用の地図表現等の実践的な業務に用いる具体的な手法の修得 

 

対象者 

 国土交通省、他府省、都道府県、政令指定都市、特別区、市町村、独立行政法人等又

は団体の職員でＧＩＳを行政業務に応用するためのより実践的な知識及び技能を必要と

する者で、次のいずれかに該当する者 

① ＧＩＳの基礎的な操作ができる者 

② 国土交通大学校が実施したＧＩＳ系研修を修了した者 

③ ①又は②と同程度の能力を有すると認められる者 

 

定員(人) 

国土交通省 他府省 地方公共団体 独立行政法人等 団体 計 

９ ２ ６ ２ １ ２０ 

研修期間 
３２．５時間 

５日間 

令和５年 ９月２５日（月）～ 

令和５年 ９月２９日（金） 

 

 

カリキュラ

ム内容 

(予定時間) 

１．講義（１２．５１３．０） 

 ① ＧＩＳ概論、学識者・自治体・有識者からみた地理空間情報 

② 地理院地図の利活用、地理空間情報の整備・利用技術等 

２．ＧＩＳ実習（８．０７．５） 

  無償ＧＩＳソフトウェア（ＱＧＩＳ）を使用して、地図データ（ベクタデータ）の

幾何学的操作、処理及び計量、ラスタデータの解析、統計データと地図データの結合

等 

３．課題研究（９．０） 

  講義・実習を通じて問題分析・解決方法の提案、総括質疑及び発表会 

４．その他（３．０） 

  入校式、修了式、オリエンテーション、ガイダンス  

      計 ３２．５ 

前年度からの 

主な変更点 
 

担  当  測量部 地理空間情報科（TEL：０４２－３２１－０９５７） 

備  考 テキスト代（予定）１５，０００円 


